
ⅡⅡⅡⅡ    大学院法学研究科大学院法学研究科大学院法学研究科大学院法学研究科    

 本研究科には、法学政治学専攻と法曹養成専攻（法科大学院）の2専攻があります。この便覧では、法学政治学専攻についての概略

を説明します。 

 

前期博士課程（修士課程） 標準修業年限2年 

             法学政治学専攻 

  法学研究科                 後期博士課程（博士課程） 標準修業年限3年 

               

             法曹養成専攻（法科大学院）  専門職学位課程  標準修業年限3年 

 

《 法学政治学専攻案内 》 

 Ａ 募集要項（平成28年度） 
◇ 前期博士課程（募集要項配付時期：一般・社会人特別選抜は6月中旬・推薦入学特別選抜は4月中旬） 

 前 期 博 士 課 程 

一 般 選 抜 
社会人特別選抜 推薦入学特別選抜 

科目重視型方式 課題重視型方式 

出願資格 

次のいずれかに該当する者 

 

① (1)大学卒業者、同見込みの者、学士の学位を 

授与された者、同見込みの者 

(2)大学卒業と同等以上の学力があると認められ

た者 

 

②  前期博士課程入学時までに、大学に 3 年以上在  

学し、所定の単位を優れた成績をもって修得する

見込みがあると本研究科で認められた者 

 

(①(2)② については資格審査にて判定する) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次の①及び②の両条件を満たす者 

 

①(1)大学卒業者、学士の学位を授

与された者 

 

 (2)大学卒業と同等以上の学力が

あると認められた者 

 

② 上記の①(1)の資格取得後に、3

年以上の職業その他の社会的実

務経験を有すること。 

 

(①(2)については資格審査にて判

定する) 

次のいずれかに該当する者 

 

①  当該受験年の9月に大学を

卒業見込みの者 

 

②  翌年3月に大学を卒業見込

みの者 

 

 

受験科目 

筆答試験 

○専門科目2科目 

○外国語1か国語 

 (英・独・仏・中国語 

から選択) 

筆答試験 

○専門科目1科目 

 

口述試験 

（研究計画書及び筆答試

験について行う。） 

筆答試験 

○専門科目1科目 

 

口述試験 

（研究計画書及び筆答試験について

行う。） 

口述試験 

（あらかじめ提出された研究

計画書に関して行う。） 

＊専門科目については、｢六法｣１冊を貸与する。  

＊外国語の辞書（電子辞書を除く）１冊持込み可。   



◇ 後期博士課程（募集要項配付時期：11月下旬） 

修士課程修了（見込）の者で修士論文の審査に合格し修士の学位を取得（見込）の者（以下、修士論文合格者という） 

出願資格については、学生サポートセンター法学研究科教務担当に問い合わせること。 

 別に修士課程修了（見込）者（修士論文合格者以外）及び法科大学院修了（見込）者選抜を行う。これについては、学生サポートセ

ンター法学研究科教務担当に問い合わせること。 

別  表 

選択できる外国語の範囲（平成28年1月現在） 

専門分野 指定する外国語 専門分野 指定する外国語 

行 政 法 英語、ドイツ語、フランス語 国 際 私 法 ドイツ語、フランス語、中国語 

民 法 ドイツ語、フランス語 英 米 法 英語 

商 法 英語、ドイツ語、フランス語 ド イ ツ 法 ドイツ語 

民 事 訴 訟 法 英語、ドイツ語、フランス語 アジア法(中国法) 中国語 

倒 産 法 英語、ドイツ語、フランス語  

 

 なお、前期博士課程、後期博士課程共に外国人留学生特別選抜を実施している。これについては、学生サポートセンター法学研究科

教務担当に問い合わせること。 

 後 期 博 士 課 程 

内 部 受 験 者 外 部 受 験 者 

受験科目 

① 口述試験：提出された修士論文について 

② 筆答試験：外国語 

  英語・ドイツ語・フランス語・中国語から 1 か国語を選択。ただし、専門分野(授業科目)については、選択

できる外国語の範囲が指定されているので、入学後、その専門分野を専攻しようとする者は、その指示に従っ

て選択すること。(別表参照)。 

＊外国語については、辞書1冊の持込みを可とする。ただし、電子辞書は不可。 

 

＊下記の者については、筆答試験（外国語）を免除す

る（前期博士課程修了後3年間に限る）。 

① 本研究科前期博士課程入学試験において科目重視

型方式で受験して本研究科前期博士課程に入学した

者のうち、以下のいずれかに該当する者。 

(1) 前期博士課程入学試験において、後期博士課程

入学試験に関して専門分野(授業科目)によって指

定された範囲内の外国語を選択した者。 

(2) 前期博士課程在学中に外国語の文献講読を主

内容とする授業科目のうち、本研究科が指定した

科目 8 単位（後期博士課程入学試験に関して専門

分野〈授業科目〉によって指定された範囲内の外

国語に限る）を修得した者。【注】 

 ② 推薦入試特別選抜により本研究科前期博士課程

に入学した者で、前期博士課程在学中に、外国語の

文献講読を主内容とする授業科目のうち、本研究科

が指定した科目 8 単位(後期博士課程入学試験に関

して専門分野〈授業科目〉によって指定された範囲

内の外国語に限る)を修得した者。【注】 

【注】同一の教員から修得した 4 単位を超える部分につ

いては、試験免除に必要な単位として認定しない。 

 


